
（第７号様式） 

 

学位論文審査結果の要旨 

 

   氏     名   高木 香津子 

 

 

 

 

 

   審 査 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

 

                                      

 

                                      

 

                                      

 

                                      

 

 

       

論  文  名 

父親の身長が児発育に及ぼす影響 

 

    審査結果の要旨 

  【背景と目的】  

 子宮内の栄養状態などの環境要因が、次世代の肥満症、高血圧や糖尿病といった非感

染性疾患（non-communicable diseases; NCDs）の発症と関連することが報告されている。

一方、出生体重は遺伝的因子だけでなくエピジェネティックな要因によっても影響を受

けることが分かっている。例えば、母親の体格が出生体重の決定に関与することは広く

知られた事実であるが、他国での調査では父親の身長も出生体重と関連することが報告

されている。一方、父親の BMI 出生体重と関連するかについては明らかとなっていない。

さらに、本邦において出生体重と父親の体格との関連の検討報告はなされていない。そ

こで申請者は、本邦における最大規模の疫学調査である「エコチル調査（The Japan  

Environment and Children’s Study; JECS）」のデータを用いて、父親の身長および BMI

と児の発育についての関連を明らかにする目的で解析を行った。 

【方法】  

 2011 年から 2016 年の間にエコチル調査に参加した 103,099 名の中で、母親と父親のデ

ータが欠落している症例、途中で研究継続拒否を受けた症例、多児や染色体異常、骨格
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異常の症例を除外した 33,448 例のデータを使用した。多項ロジスティック回帰モデルを

用いて、日本における胎児成長曲線の 90 パーセンタイル以下の small gestational age  

(SGA)あるいは 90 パーセンタイル以上の large gestational age (LGA)と父親の身長または 

BMI との関連を検討した。胎児プログラミング過程の性別特有の差が関連する可能性を

考え、男女児別に分析を行った。さらに、年収、妊娠方法、婚姻状況、父親変数（年齢、

喫煙状況、アルコール消費量、最終学歴、妊娠期間）や種々の母親変数で調整した後、

父親の BMI と SGA、LGA との関連性を多項ロジスティック回帰分析で評価した。 

【結果】  

 男児、女児共に、父親の身長が高いほど LGA のオッズは高く、SGA のオッズは低か

った。また、父親の BMI は、男児においては父親の身長と LGA、SGA との関係と同様

であった。一方、父親の BMI は、女児の SGA とは関連を認めず、女児の LGA との間に

は、わずかではあるが有意な関連を認めた。 

【考察】  

 父親の身長と出生体重が関連するという結果は、海外での先行研究と一致するもので

あったが、父親の BMI と出生体重との関連についての先行研究結果とは今回の結果は一

致しなかった。これは、父親の身長は遺伝的な要因を介して出生体重に影響を与えてい

るのに対し、父親の BMI はエピジェネティクスを介して児の発育に影響を与えているか

らかもしれない。今後、さらなるエビデンスを蓄積し、メカニズムの解明をはかること

が、次世代の NCDs 発症予防目的の先制医療の開発の視点からも重要である。 

 

本論文の公開審査会は、平成３１年１月１７日に開催され、申請者は、研究内容を英語

で明確に発表した。その後、審査員から本研究に関する以下の質問がなされた。 

１）入力ミスなどを含めたビックデータの管理方法について 

２）LGA、AGA、SGA の分類の児の体重について 

３）BMI ではなく内臓脂肪と出生体重の関係について 

４）代謝や骨、骨格筋と出生体重の関係について 

５）父親の BMI の影響の性差の理由について 

６）SGA や LGA の児は何らかの異常が認められるのか？ 

７）父親と母親の身長の相関の影響の除外について 

８）身長に関与する遺伝子多型について 

９）葉酸の摂取に関するデータについて 

１０）生化学データを取り入れた補正についての考え方について 

１１）BMI ではなく父親の体重と児の出生体重の相関について 

１２）出生体重が人為的にコントロールされていることの影響について 

１３）人工授精などが児のエピジェネティクスに与える影響について 

申請者はこれらの質問に対して日本語で的確に応答した。 

 審査員は、申請者が本論文関連領域に関して学位授与に値する十分な見識と能力を有

することを全員一致で確認し、本論文が学位授与に値すると判断した。 




